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もやい 2９年度 第１４回定例会議事録

日 時 ：１月１３日（金） 15：00～17：00 

場 所 ： 市民活動支援センター活性化室

出席者 ：田中、大福、石見、植村、添田、廣川、久保田 （欠 平井、石田、浅野）

添付資料

①西武信金 助成金申請書

②WAM(福祉医療機構) 助成金申請書・予算書

【１】助成金申請について

(１) 西武信用金庫助成金（申請済）

(２) WAM(福祉医療機構)

(３) 赤い羽根福祉基金

【２】八王子市社会福祉審議会 市民委員への応募

(１)地域福祉分科会市民委員 添田さん

(２)高齢者福祉分科会市民委員 田中さん

(３)児童福祉分科会市民委員 大福

【３】市役所・社協・その他 との支援に関する情報交換について

①社協との継続した情報交換を行う

②ディサービス団体

③長寿社会を考える会（移動困難者の旅行支援）

④生活自立支援課(小澤部長)との情報交換

【４】もやいの活動について順次整備する

①会員の募集（団体会員 5～10 団体、個人 10～30 人）

②法人案内チラシ、法人シンボルマーク、入会案内、もやい封筒など

③もやい_クラウドストレージの利用について(OneDrive)

④もやい勉強会

・移動支援について(島津先生)

・多職種連携について(数井先生)

・送迎に関する保険制度について( 東京海上日動火災保険㈱ )

【５】その他

① 総会の日程 ５月１７日（木） １５：００～ 支援センター

理事会 ２月９日（１５～ 交流スペース （年３回開催）

② 八王子共生社会推進会議 重要書類台帳管理

③ もやい事業の具体化について（財源の確保）
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＜次回定例会＞

日時： 平成 30 年１月１2（金） １５：００～１７：００  

場所：市民活動支援センター 活性化室

以上

新聞記事(読売新聞 30/01/10)
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平成３０年度社会福祉振興助成事業要望書

３．現状と課題

助 成 事 業 の

背 景 に あ る

現 状 と 課 題

※：支援対象者や地域社会の課題の原因や解決策を踏まえて記載してください

【背景の現状】

超高齢化社会となり、高齢者は地域での支え合い活動が必要な状況にあります。ま

た障害者・子育て支援も地域で支える新たな状況を迎えつつあります。

さらに在宅医療の推進や、移動困難な高齢者が車を運転して重大事故も多発してい

ます。厚生労働省は「地域包括ケアシステム」、「地域共生社会」を構築し、それら

への対応を提案しています。

【取り組む課題】

地域共生社会はお互いが「互助の気持ち」を大切にし、小さな親切の積み重ねで実

現が可能と考えられます。しかしながら「小さな親切は時には大きな迷惑」となり

かねません。この迷惑を避けるには、誰もが納得できるルールが必要です。

特に生活に密着した親切は継続的な活動であり、このルール作りは必須です。

このルールを行政関係・活動支援者・一般市民が知恵を出し合って作り、関係者の

皆さんに理解して貰うことが必要です。

これは活動に関わる方を育成・支援することです。

４．事業計画

応募事業に

ついて

■応募事業の位置づけ（該当するものに○を入れてください。複数選択可）

○ 新たな取り組み 既存事業の充実 ○ 取り組みの普及

対象者や分野等を横断する取り組み（どのような横断を行うのか、他の説明項目で分かるようにしてください）

上記以外の取り組み（どのような位置づけなのか、他の説明項目で分かるようにしてください）

単 年 度 の

事 業 目 標

＜実施目標＞ ※（例）柱① 研修会目標：参加者８0 名、柱② 居場所開催目標：週 3 回／利用者のべ 900 名

柱①生活支援・移動支援に関する勉強会 ２回

行政、包括、学識経験者、団体幹部が一堂に会し、課題やその解決の可能性について

議論し、講習内容等を詰める(ルール作り)

柱②生活支援・移動支援に関する出前講座 5 回

各地域で活動している団体の会合に参加し、安心・安全の重要性を説明するとともに、

講習参加者を募る(ルールの啓蒙活動)

柱③ボンティア安心・安全運転者育成講習会 3 回

柱④ボランティア安心・安全運転活動者育成数 30 人

＜成果目標＞ ※ 実施目標の達成による成果（対象者や地域社会の変化）及び変化の確認方法（指標・測定方法等）

生活支援活動を現在行っている団体で活動する人たちが、安心して支援を行うためのノー

ハーを指導し、地域共生社会確立に貢献するための意識を変えたい。
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助 成 終 了 後

の 展 望 及 び

事 業 継 続 に

関 す る 計 画

＜終了後の展望＞ ※ 本事業の実施により、中期的に達成したい目標・対象者や地域社会に期待される効果

八王子市社会福祉協会によると、地域で活動したいと考える人たちは増加傾向にあり、そ

の受け入れ態勢は大切であり、本事業を継続的に進めることにより、活動人口が増え、地

域の活性化が期待できる。

＜事業継続に関する計画＞ ※ 助成事業終了後の事業継続に向けた体制（資金や人材の確保等）

２～3 年くらいは助成金を期待したいが、今後はある程度自己資金を出しても活動する人

が増えると思われるので、講習会（生活支援、移動・送迎支援）等の有料化を考える。

連 携 団 体

（ 予 定 ）

連携団体名及び役割 (いずれかに○を入れてください)

社会福祉法人八王子市社会福祉協議会 ○ 新規 既存

桜美林大学 社会福祉教授 島津 淳 ○ 新規 既存

八王子市第 1 層生活支援コーディネーター 林 一矢 ○ 新規 既存

特定非営利活動法人八王子市民活動協議会 ○ 新規 既存

特定非営利活動法人八王子市民のための医療と介護連携協議会 ○ 新規 既存

特定非営利活動法人ケアセンター八王子 ○ 新規 既存

医療経済研究機構研究部研究員 服部真治 ○ 新規 既存

具 体 的 な

事 業 内 容

（例）

１柱立て名称

①目的

②内容

③日時

④場所

⑤対象者

⑥実施体制

【事業内容】

地域共生社会の確立は、行政と一般市民とが一緒に活動（協働）することが必要です。

安心・安全には多くのルールや規則があります。

人と人が触れ合うときには接遇の問題、生活支援をするときには生活支援に関する基

本知識、車を使用するときには交通ルールは勿論、事故への対応や保険の知識、これ

らをあまり専門的に扱うのではなく、支援上最小限必要な知識を総合的にまとめた講

習会を行い、安心した支援体制の確立を目指します。

生活支援に関するルールや、送迎支援に関する法律は各種の条令など、行政との連携

は必須です。常に情報交換しながら進行します。

１、柱立て名称

「移動支援による、地域共生社会の確立」

①目的 地域共生社会の確立

高齢者・障害者の外出機会の減少は肉体的・精神的な衰えが進みます。外出機会を増やす

ことは、生きがいと健康年齢の延長に貢献します。安心・安全を確保した移動支援により、

明るく・いきいきした街づくりを達成します。

②内容

外出支援のための安心・安全に関するルール作りと、講習会等による啓蒙活動、支援者の

育成と支援に関わる事業です。

（内容：接遇の基本的知識、事故対応や保険（保障問題）などの専門知識、送迎支援に関

する知識、在宅医療の現状 など）
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・研修会・講習会開催の為のパンフレットの作成

・活動者・一般市民への移動（送迎）支援に関する解説書

・研修会・講習会は八王子市内公的研修施設

③日時

平成３０年

4 月、7 月 生活支援・移動支援に関する勉強会 ２回

５月～１１月 生活支援・移動支援に関する出前講座 5 回

５月 ボランティア安全運転講習会用パンフレット作製・配布

８、１０，１２月 ボランティア生活支援・移動支援（送迎支援）に関する講習会

各回１０人、受講料（資料代）５００円

（私どもの団体にはこれらを行うための講師資格者が複数在籍）

31 年３月 事業報告書の作成

④場所

・定例打ち合わせは八王子市市民活動支援センター

・活動者への説明は現地の集会所

・研修会・講習会は八王子市内公的研修施設

（東京労政会館、八王子市市民活動支援センター、クリエエイトホールなどを予定）

⑤対象者

・生活支援・移動支援（送迎支援）に関する研修会

行政・包括支援センター、支援活動者、一般市民

・啓蒙活動

現在支援活動を行っている団体及び一般市民

・ボランティア生活支援・移動支援（送迎支援）に関する講習会

ボランティアで生活支援活動をしている団体、移送支援事業者および一般市民

⑥実施体制

・八王共生社会推進会議会員および一般市民

・八王子市社会福祉協議会等の連携団体スタッフ

●成果報告書（作成必須）

（部数 100 部 ／ 配布・掲載先 行政、社協、包括支援センター、活動団体、業者、

一般市民 など ）

※成果のとりまとめ、普及の方法（該当方法に○を入れてください。複数選択可）

ＳＮＳ等での発信 ○ 団体ホームページでの事業や成果の公表

○ 成果報告会の開催 その他（                 ）
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平成 29 年度 第 5 回「西武街づくり活動助成金」

（「街づくり定期預金」with 日本財団） 助成金申請書 概要

団体の活動実績

○ ２８年度まで、我々の会員は八王子市民活動協議会に於い

て、絆グループを結成し福祉関連の活動を行ってきた。（生き活き

ハンドブックの作製とその普及活動など：福祉医療機構助成事業）

実際の活動は中間支援組織ではなく、直接市民へ働きかける事業

であるため、新組織（NPO 法人）を設立した。

○ ２９年７月～９月まで９回、大横保健福祉センターに於いて「ま

ちなか避暑地（能書きサロン）」を開催し、八王子市の福祉問題に

ついて話し合いを行った。(参加者：合計１６０人)

○ ２９年９月２４日 八王子市民活動協議会主催のシンポジウム

「明日の地域福祉を考えよう！」に協力し、移動支援に関する体制

整備事業を行った （於：八王子市子安市民センター）

○ ２９年１０月～１２月まで５回 内部勉強会を開催した。

・12/27 社会保障の仕組み、移動支援関連法規概要

・11/ 2 地域で暮らし続けるために、移動支援事方・法など

・11/16 多職種連携の在り方、移動支援事例研究

・11/30 総合事業・多様なサービス、移動支援の課題

12/14  「我がごと」・「丸ごと」とは、（自由討論）

この勉強会には高齢者あんしん相談センター、八王子市社会福

祉協議会の担当者も参加した。

２９年は新しいテーマ「地域共生社会の確立」に挑戦するため、移

動支援の運営の仕方など、準備作業を行ってきた。

３．本助成事業について

事業名／プロジェクト名 ボランティア安全運転手育成事業

総事業費 ３８万円 助成申請額 ３０万円

事業区分

（該当する番号

すべてに○）

１．講演会・イベント等の開催  

２．調査・マーケティング活動等の実施   

３．パンフレット・チラシ等印刷物の作成

４．その他（ 移動支援を安全・安心にできる環境の整備 ）

事業目的

高齢者・障害者は移動手段が少なく、外出がする機会が失われつ

つあります。

この外出困難者の移動(送迎)支援を行うため、ボランティア安心・

安全運転手の育成を行う事業です。

実施期間（予定） 平成 ３０年 ２ 月 ～ 平成 ３０ 年 ８ 月

事業内容
高齢者・障害者の外出機会の減少は肉体的・精神的な衰えが進

みます。外出機会を増やすことは、生きがいと健康年齢の増進に
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貢献します。しかし、外出支援には「安心・安全」は必須です。

安心・安全での移動支援には、接遇をはじめ生活支援に関する基

本的知識（ヘルパーに準じる）が必要です。

また送迎サービスを行うには、事故対応や保険（保障問題）などの

専門知識も必要です。

本事業はこの２つの課題を取り入れた、講習会の実施です。

（運転免許返納者への支援も含む）

３０年２月 ボランティア安全運転講習会用パンフレット作製・配布

４，６，８月 安全ボランティア運転講習会(３回)

各回１０人、受講料（資料代）５００円

３～８月 関係部門との情報交換

８月 事業報告書の作成

（私どもの団体にはこれらを行うための講師資格者が複数在籍）

５．収支予算

収

入

の

部

費目 金額（円） 備考

助成申請額 300,000 円

受講料 15,000 円 ５００円×３０人

自己負担額 65,000 円

円

合計 380,000 円

支

出

の

部

費目 金額（円） 内訳・単価等

講師謝金 30,000 円 5,000 円×2 人×3 回

賃借費 21,000 円 会場費 7,000 円×3 回

広告宣伝費 30,000 円 パンフレット 2,000 枚

通信費 10,000 円 受講者募集郵送料など

備品費 40,000 円 プリンターインク、用紙、事務用品

交通費 66,000 円 1,100 円×6 人×10 回（打合せ会議他）

人件費 90,000 円 1,000 円×3 人×30 時間(セミナー準備)

人件費 45,000 円 3,000 円×5 人×3 回 (セミナー当日謝金)

印刷費 24,000 円 テキスト印刷（10 円×40 ページ×60 冊）

人件費 20,000 円 1,000 円×12 時間（関係者用報告書作成）

印刷費 4,000 円 報告書印刷（10 円×20 ページ×20 冊）

円

円

合計 380,000 円

以上

＊ 助成金が決定した時は、不足分（自己負担額）を寄付金等で補てんします。


